
















　奇しくも明治 10 年代（1877 ～）にこの庄内に生まれて哲学を志し、その道
を究めようと上京、後に全国的にも著名な哲学者が 3 人も当地から誕生したこ
とは、特筆すべきことである。一人は東田川郡本郷村（現鶴岡市本郷）出身の


















































































































　2 年後の明治 19 年（1886）2 月、「哲学会」の会長（会頭）に加藤弘之、副
















　哲学会の研究誌・『哲学会雑誌』第一号は、哲学会発足から 3 年後の明治 20














　なお『哲学会雑誌』というタイトルは、明治 25 年（1892）6 月発行の第 64
号より、『哲学雑誌』と改められた。
　4．『哲学雑誌　300 号記念』特集号を編集
　27 歳の伊藤吉之助が東大哲学科の副手を勤めていた明治 45 年（大正元年



































































　同 9 年（1920）4 月、慶応大学派遣留学生としてドイツに留学、ベルリン大





た。翌 11 年 7 月、フライブルク大学を退学、帰国した。




　大正 15 年（昭和元、1926）東大文学部助教授、昭和 5 年（1930）同大学教
授に就任した。以来、昭和 20 年（1945）に退官するまでの 19 年間、東京大


















































言論統制が極端に厳しかった第二次世界大戦中の 1944 年（昭和 19）8 月、理


















































　文部省は 1946 年 10 月、北大法文学部の設置を省議で承認した。設置学科
は哲学科・史学科・文学科・法律学科・政治学科・経済学科の 6 学科であった。
　ところで法文学部創設準備委員の中でも重鎮の一人として活躍を期待されて




　1947 年（昭和 22）6 月、初代法文学部長に伊藤吉之助が任命された。法文
































遭遇し、計画の 500 万円ではどうにもならず、新しい募金目標 2,000 万円を設
定し、それに向かって、募金運動を展開した。伊藤吉之助が希求する“北方の
アテネ”をつくるために、2 日講義しては 1 日寄付金募集に出掛けるという苦
闘が展開された。
　1949 年（昭和 24）法文学部は完成年度を迎え、翌 50 年 3 月には、第一回
卒業生を世に送った。同 50 年、北海道大学法文学部は文学部と法経学部とに
分かれ、初代文学部長に伊藤吉之助が任じられた。
　1951 年（昭和 26）7 月、伊藤は北大を退官し、4 年余の札幌生活に別れを
つげた。この年の 9 月、彼に北大名誉教授の称号が与えられた。同 51 年、中
央大学文学部哲学科教授に迎えられ、55 年（昭和 30）には、同大学の文学部
長に就任した。
　1955 年 9 月、伊藤は北海道大学創立 80 周年記念式典、並びに法文学部創設










　前述のように 1916 年（大正 5）2 月、哲学会会長は加藤弘之から井上哲次
郎に代わった。さらにそれから 30 年の星霜を経た 1947 年（昭和 22）、桑木厳
翼哲学会会長の後を引き継いで、伊藤吉之助が哲学会の会長に推挙された。そ












































（昭和 26）5 月には、ベルギー国際哲学会実行委員会から、1953 年 8 月開催の
国際哲学会議への、日本代表派遣要請があった。同 51 年 9 月には、ユネスコ
哲学・人文研究分科会から日本哲学会へ、「哲学教育に関する調査」の委嘱が
あった。
　伊藤吉之助は 1950 年（昭和 25）、日本哲学会から日本学術会議全国区委員
候補者に推薦され、翌 51 年には、日本学術会議科学研究費等分科審議会委員
に選ばれた。そして 3 年後の 1953 年、彼は日本哲学会委員長に推挙された。















から満 70 年前（平成 20 年からは 124 年前）のことである。発足したばか
りの哲学会は、自ら“村芝居”的幼稚さを十分自覚しながらも、やがて来る
べき“檜舞台”を夢見ていた。そうしてこの夢の中には、また国際的“檜舞
台”もあったのである（1954 年 2 月 5 日、日本哲学会委員長）。」
　伊藤吉之助は 1953 年（昭和 28）から 1955 年までの 3 年間、日本哲学会委
員長を務めた。1955 年には、核爆弾の使用並びに核実験についての論議が世































































































1988 年（昭和 63）2 月 27 日に執り行なわれた。
